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一、はじめに
　
古典文学研究会では、本学図書館所蔵の正徹筆と伝えられる
『古今和歌集』古写本の、翻刻および調査を行っている。本稿では、本学『古今和歌集』の書誌および、仮名序・巻第一～三までの翻刻 嘉禄二年本をはじめとする他系統の本文との異同を載せる。
二、書誌
　
全一冊（全、仮名序付） 。他に極め札二点、添付文書二点が、
ともに朱漆塗箱へ納められている。〔題〕
•外題
　
：
　『古今和歌集』
東京女子大学図書館所蔵
　
伝正徹筆
　　　　　　　　　
『古今和歌集』翻刻稿（一）
東京女子大学古典文学研究会
中央に双枠（金箔の上に題簽を貼る）の書き題簽。
〔写年代・書写者〕
•刊写年代：室町後期写か
〔書写者〕
極め札等は、本文を正徹書写、題簽を頓阿書とする。
•旧蔵者：不明
〔本の状態〕
•保存
汚れ、水濡れ、虫食い（裏打ち補修）あり。全体において、元の紙を切り 別紙に貼り直した跡がある。
•表紙
黄土色、金襴の裂表紙。紙の表 側に布、見返しに側装飾紙を張り付けたも が、本の表と裏のそれぞれに付けられている。
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•装丁
綴葉装
•寸法
表
　
左端縦
26・
6㎝右端縦
26・
9㎝×横上
20・
8㎝・横下
20・
5㎝
〔本文〕
•一面行数：本文十行（一首一行） 、序文十行•表紙以外の冊数：遊び紙含め一四九丁（墨付が一四七丁、遊紙が後に二丁）•絵：無•書入：有（墨・朱、同筆・別筆は不明）•用字：本文は漢字と平仮名、書入・付訓等は漢字、平仮名、点（朱点）
〔その他〕
•奥書：本奥書・校合奥書あり。三、極め札、添付文書、箱
１、極め札　「校外題」と書かれた紙に、二点の札が包装されている。札には次のように記されている。
（札１）徹書記
　
古今和歌集
　
全部
（札２）頓阿法師
　
古今和歌集外題
　
いずれも、文の最後に「守村」の極印が捺されている。 『和漢
書画古筆鑑定家印譜』 （東京文化財研究所アーカイブデータベース）によれば、 「守村」の極印は、古筆勘兵衛、古筆了仲（名、守直） 、古筆了勸、古筆了仲（名、榮村）が用いている。２、添付文書①　
和紙と思われる紙に、毛筆で次のように記されている。
古今和歌集
　
一帖
正徹手写本
　
室町前期写
正徹は備中人
　
山科に住み一般に徹
書記と呼ぶ
　
今川了俊
　
二条為尹につき
和歌を学んで令名あり
　
長禄三年
卆年七十四才
　
著述多し
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３、添付文書②　
はがきと思われる紙に、次のように印字されている。
仮名序・本文・墨滅歌のあと嘉禄二年の奥書他を附す。〔奥書〕
此集家々所称雖説々多且任師説又加了見為備後学之証本手自書之近代僻案之輩以書生之失錯称有識之秘事可謂道之魔性不可用之但如此用捨只 随其身之所好不可存自他之差別志同者可用　
嘉禄二年四月九日
　
戸部尚書
判
　　
于時頽齢六十五寧堪右筆哉
此本付属大夫為相　　
于時頽齢六十八桑門融覚
判
以相伝秘本令書写校合訖尤可為證本矣　　
権中納言藤原朝臣為秀
判
原表紙・原書題簽「古今和歌集」
内題「古今和謌集
　
巻第一」 。
朱漆塗箱入。金字表題「古今和歌集徹書記筆頓阿外題全部」 。保存良
４、朱漆塗箱　
箱の中央に、金字で次のように記されている。
古今和歌集
徹書記筆頓阿外題
全部
四、凡例
１、本学所蔵古今和歌集を、忠実に翻刻することを目指し、次の
方法を採った。
（イ）
	 歌は一行書きであるが、研究会の判断により、適宜改行した。詞書は二字下げ 左注は三字下げ、作者は十三字下げで統一した。
（ロ）
	 帖数及び表・裏 、一帖表を【一オ】同裏を【一ウ】の形で示した。
（ハ）
	 声点（全て朱筆）は、研究会の判断により、該当すると思われる箇所に符で示した。
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（ニ）
	 各歌の冒頭に、 『新編国歌大観』番号を付した。ただし、
18・
19だけは本学本のまま掲載した。
（ホ）
	 仮名遣いは原本のままとし、漢字・平仮名・片仮名とも通行の字体とした。
（ヘ）
	 欠損や虫損などで判別が出来ない文字については、○で示した。
２、校異は巻末に、以下の項目ごとに分けて列記した。
◇独自本文◇嘉禄二年 との異同
　
本学本は、奥書により定家研究本系統の「嘉禄二年本」の写し
であることが判明している。本研究会では、本学本と「嘉禄二年本」との距離を探るべく、以下の影印を用いて校合した。
「嘉禄二年本」 （ 『冷泉家時雨亭叢書２』 ）
　
また、本学本の本文が右と異なる場合には、久曽神昇『古今和
歌集成立論資料編』 、片桐洋一『古今和歌集全評釈』 、小松茂美『伝公任筆古今和歌集図版編』をもとに、他本とも校合した。なお、 「異同一覧」で挙げる各伝本の略号は以下のとおりである。嘉…嘉禄二年本
私…私稿本亀…亀山切御…御家切基…黒川本掲載の基俊 復原本文筋…筋切本元…元永本唐…唐紙巻子関…関戸家旧蔵伝行成筆本俗…逸翁美術館所 雅俗山荘静…静嘉堂文庫所蔵伝為相筆本黒…黒川真頼旧蔵本六…伝為明筆六条家本永…宮本長則氏蔵清輔筆永治本前…尊経閣文庫前田家 本天…天理図書館所蔵清輔本寂…伝寂蓮筆本衛…右衛門切経…飛鳥井雅経筆本今…今城切了…了佐切
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暦…永暦二年俊成本昭…俊成筆昭和切建…建久二年俊成本恵…寂恵本高…高野切公…伝公任筆本伏…伏見宮本
五、翻刻
【一ウ】
やまとうたは人のこゝろをたねとしてよろつのことの葉とそなれりける世中にある人ことわさしけき物なれは心におもふ事を見る物きくものにつけていひいたせるなり花になく鶯水にすむかはつのこゑをきけはいきとしいける物い れか謌をよまさりけるちからをも れすしてあめつちうこかしめにみえぬおに神をもあはれとおもはせおとこ女の中をもやはらけたけきものゝふの心をもなくさむるは謌なりこ
【二オ】
うたあめつちひらけはしまりけるときよりいてきにけり
	 あまのうき橋のしたにて女神お神となり給へることをいへる哥也
しかあれとも世 たはる事 ひさかたのあめにしてはし
・
た・て・る・
ひめにはし
	 したてる姫とはあめわかみこの
めなりせうとの神のかたちをかたにゝうつりてかゝやくをよ るえひす歌なるへしこれらはもしのかすもさたまらす哥のやうにもあ ぬことともなり
あらかねのつちにしてはすさの
をのみことよ そおこりけるち やふる神代にはうたのもしもさたまらすす
・な・
ほ・
にして
事のこゝろわきかたかりけらし人の世となりてすさ をのみこと りそみ も あまり
【二ウ】
ひともしはよみける
	 すさのをのみことはもあまてるおほん神のこ かみなり女とすみ給はむ
とていつもの国に宮つくりし給ふ時にそ と ろにやいろの雲のた を見てよみたまへるなりやくもたついつ やえかきつまこめにやえかきつくるそのやえかきをかくてそ花をめてとりをうらやみ霞をあはれひ露を なしふ心ことはおほくさ なりにけるとをき所もい たつあしもとより しまりて年月 わたりたかき山 ふもとのちりひちよりなりてあま雲 なひくま
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おひのほれることくにこの哥もかくのことくなるへしなには津の哥はみかとのおほん初め也
【三オ】
おほさゝきの御かとのなには津にてみこときこえけるとき東宮をたかひにゆつりて位につきたまはて三とせになりにけれは王仁といふ人 いふかりおもひてよみてたてまつりける哥なりこの花は梅をいふなるへしあさか山の うねめのたは よりよみかつらきのおほきみ みちのおくへつか した けるに国のつかさ事おろそかなりとてまうけな たりけれとすさましかりけれはうねめなりける女 かはらけとりてよめるなり是に おほきみの心と にけるあさか山かけさへ見ゆる山の井のあ くは人を思ふ物このふたうたは哥のちゝはゝのやうにてそてならふ人のはしめにも ける も〳〵哥 さまむつ りから 謌にも くそあ へきそのむくさのひとつにはそへうたおほさ
【三ウ】
みかとをそへたてまつれる謌
なにはつにさくやこの花冬こもりいまは春へとさくやこのはな
といふなるへしふたつにはかそ 哥
さく花に思ひつく身のあちきなさ身にいたつきのいるもしらすてといへるなるへし
是はたゝことにいひて物にたとへなともせぬもの也この哥いかにいへるにかあらんその心えかたしいつゝにたゝことうたといへるなむこれにはかなふ きみつにはな
・
す・
ら・
へ・
謌
君にけさ朝の霜のおきていなは
【四オ】
恋しきこと きえやわたらむといへるなるへし
是は物にもなすらへてそれかやうになんあ とやうにいふなり此哥よくかなへりとも見えすたらちめのおやのかふこのまゆこもりいふせくもあるかいもにあ すてかやうなるやこれにはかなふ からむよつにはたとへうた
わかこひはよむともつ しありそ海のはまのまさこ みつくすとも いへるなるへし
これはよろつの草木とりけたものにつけて心を するなり此哥かくれたる所なんなきされ 初めのそへ哥とおなしやうなれはすこしさまをかへ る る しすまのあまのしほやくけふり風をいたみ思 ぬかたにたなひきにけり此うたなとやかなふへ らむいつゝにた
・
・ゝこ・と・謌
【四ウ】
いつはりのなき世なりせ いかはかり
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人のことの葉うれしからましと
いへるなるへしこれは事のとゝのほりたゝしきをいふ也この哥の心山桜あくまて色を見つる哉花ちるへくも風ふかぬ世にむつには わゐうた
このとのはむへもとみけりさきくさのみつはよつはにとのつくりせ といへるなるへし
これは世をほめて神につくるなりこの たいわゐ哥とはみえすなむ春日野にわかなつみつゝよろつ代をいはふ心は神そしるらんこれらやすこしかなふへからんおほよそむくさにわかれんことはえ る しきことになむいまの世中いろにつき人のこゝろ花に
【五オ】
なりにけるよりあたなる謌はかなき事のみいてくれは色このみのいゑ むもれ木 人しれぬことゝなりてまめなるところには花すゝきほにいたすへき事にもあらすなりにたりそのはしめをおもへ かゝるへくなむあらぬ世々のみか 春の花のあした秋の月の夜ことにさふらふ人々 めしてことにつけつゝ哥をたてまつらしめ給ふあるは花をそふとてたよりなき所にまとひあるは月を
おもふとてしるへなきやみにたとれる心を
【五ウ】
見給てさかしおろかなりとしろしめしけむしかあるのみにあらすさゝれ石にたとへつくはやまにかけ 君をねかひよろこひ身にすきたの ひ心にあまりふしのけふ によそへて人をこ 松むしのねに友を忍ひたかさこ みのえのまつも ひ生のやうにおほえおとこ山 むかしを思ひ出てをみなへしの一ときをくねるにも謌 いてそ くさめける又春の朝に花 ち を見秋の夕くれ 木葉の つるをきゝあるは
【六オ】
年ことにかゝみのかけにみゆ 雪と浪となけき草の露水のあはを見てわ 身ををとろきあるはきのふはさ え こりて時をうしなひ世にわひしたしかりしもうとくなりあるは松山の みをかけ野中 水を み秋はきのした葉 なかめ暁の はねかきをかそへ くれ竹のうきふ を人にいひ
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よしの河をひきて世中をうらみきつるに今はふ 山も煙たゝすなりなからの橋もつくるなりときく人は哥にのみそ心をなく
【六ウ】
さめけるいにしへよりか つたはるうちにもな文武天皇
らの御時よりそひろまりにけるかのおほん
世や哥の心をしろしめ たりけむかの御時におほきみつ くらゐかきのもとの人まろなん謌のひしりなりけるこれは君も臣も身をあはせたりといふなるへし秋 ゆ へたつた河になかるゝもみちをはみ とおほむめに錦と見たま 春のあしたよしのゝ山のさくら 人 ろか心には雲かとのみなむ えけるまた山の辺のあか人
【七オ】
といふ人ありけりうたにあやしくたえなりけり人丸はあか人かかみにたゝむ事かたく赤人は まろかしもに ゝむことかたくなん有 る
ならのみかとの御うた龍田河もみち
みたれてなかるめりわたらはにしき中やたえなむ人丸梅の花それともみえすひさかたのあまきる雪のなへてふれゝはほの〳〵とあかしの浦のあさき に嶋かくれゆく舟おしそ思ふあか人春のの
【七ウ】
すみれつみにとこしわれそ野をなつ しみ一夜ねにけるわかの浦にしほ ちくれはかたをなみあしへをさしてたつなきわたる
此人々ををきて又すくれたる人もくれ竹の世々にきこえかたいとのより〳〵にたえすそありけるこれよりさ
さき不審未決
きのうたをあつめ
てなむ万葉集となつけられ りけるこゝにいにしへの事をも哥の心をもしれる人はつか ひとりふた なり か えたるところえぬところたかひに んある の
【八オ】
御時よりこのかた年はもゝとせあまり世はと・
つ・き・に・
なむなりにけるいにしへの事をも
哥をもしれる人よむ人おほからす今こ
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事をいふにつかさくらゐたかき人をはたやすきやうなれはいれすそのほかにその名きこえたる人はすな ち僧正遍昭はうたのさまはえたれともまことすくなしたとへは繪にかける女をみていたつらに心をうこかすかことしあさみとりい○より けて白露を玉にもぬける春の柳かはちす葉のにこりにしまぬ心もてなにかは露を玉とあさむく
【八ウ】
さかのにて馬よりおちて名 めてゝおれるはかりそをみなへし我おちにき 人にかたるなありわら なりひらはその心あまりてことははたらすしほめる花のいろなくて匂ひ これるかこと
	 月やあらぬ春やむかしの春ならぬ我身ひとつはもとの身にして
おほかたは月をもめてしこれそこのつもれは のおひ るものねぬるよの夢をはかなみまとろめはいやはかなにもなりまさる哉ふん屋のやすひてはこ 葉 たくみにてさま身に はすい ゝ き人のよききぬきたらむかことし
	 吹からに野への草木のしほるれはむへ山風をあらしといふらん
深草のみかとの御國忌に草ふ きかすみの谷にかけかくし照日のくれしけふにやはあらぬ宇治山の僧きせんは か にし 初
【九オ】
おはりたしかならすいはゝ秋の月をみるに暁の雲にあへる ことし
	 我いほはみやこのたつみしかそすむ
世をうち山と人はいふなり
	 よめる哥おほくきこえねは
かれこれをかよ してよくし をの こまちはいにしへ そとほりひめの流なりあはれなるやうにてつ からすいはゝよき女のなやめるところあるににたりつよからぬはをうなの哥な はなるへ思ひつゝぬれはや人のみえつらん夢と りせはさめさ ま を色見えてうつろふ物は世中の人の心の花にそあ けるわひぬれは身を きくさのねをたえてさそふ水あら いなんとそおもふ
　
そとほりひめのうたわかせこかくへきよひなり
【九ウ】
さゝかにのくものふるまひかねてしるしも大伴のくろぬしはそのさまい い ゝたきゝをおへる山人の花 けに すめるかことし
	 思ひ出て恋しき時ははつかりのなきてわたると人はしらすやかゝみ山
いさ立よりてみてゆかむとしへぬる身 お やし ると此ほかの人々その名きこゆ 野へにおふかつらのはひひろこりはや にしけき木葉のことくにおほかれと謌 のみ思ひてそのさましらぬなるへしいますへらきの
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あめのしたしろしめすことよつのとき
【一〇オ】
こゝのかへりになむなりぬるあまねきおほんうつくしみのなみや まのほかまてなかれひろきおほむめくみつくは山 ふもとよりもしけくおはしましてよろつ まつりことをきこ めすいとまもろの事をすて給はぬあまりにいにしへのことをもわすれしふりにし事をもおこ 給ふとていまもみそな し後の世 もつたはれとて延喜五年四月十八日大内記きのとものり御書のところのあつかり紀の貫之
【一〇ウ】
さきのかひのさう官おふし河内 み ね右衛門府生みふ たゝみねらにおほせられて万葉集にいらぬ るき哥をもみつからのをもたてまつらしめ給てなんそれか中に梅をかさすよりはしめてほとゝ す きゝ紅葉をおり雪をみるにいたるまて又鶴かめにつけて君 思ひ人をもいわゐ
秋はき夏草をみてつまをこひあふ坂にいたりてたむけ いのりあるは春夏秋冬にも らぬくさ〳〵のうたをなんえらはせ
【一一オ】
たまひけるすへて千う はたまき名つけて古今和歌集といふかく此たひあつめえらはれて山した水のたえすはまのまさこのかすおほくつもりぬれはいま あすか河のせとなるう みもきこえすさゝれいしのいはほ よろこひのみそあるへきそれまくらことはに春の花にほひすくなくしてむなしき名のみ秋 夜のなかきをかこてれはかつ 人 ゝにおそり つは謌のこゝろに ちおもへとたなひく雲の
【一一ウ】
たちゐなく鹿のおきふしは らゆきらかこの世におなしくむまれてこのこ の時にあへるをなんよろこひぬる人丸なくなりにたれと哥の ととゝまれるかなたとひ時うつり事さりた しひかなしひ行 ふ
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ともこのうたのもしあるをやあをやきのいとたえす松の葉のちりうせすしてまさきのかつらなかくつたは 鳥の とひさしくとゝまれ は哥 さまをしりことのこゝろをえたらむ人はおほそらの月をみる
【一二オ】
かことくいにしへをあふきて今を恋さ めかも古今和謌集巻第一　
春歌上
　　
ふるとしに春たちける日よめる
在原元方
1　
年のうちに春はきにけり一とせをこそとやいはむことしとやいはむ
春たちける日よめる
紀貫之
2　
袖ひちてむすひし水のこほれるを春たつけふの風やとくらん
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
【一二ウ】
3　
春霞たてるやいつこみよしのゝ芳野 山に雪はふりつゝ
　　　　
二條の后の春の初めの御うた
4　
雪のうちに春はきにけり鶯のこほれる涙今やとくらむ
　　　　
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
5　
梅かえにきゐる鶯春かけてな ともいまた雪はふりつゝ
　　　　
雪の木にふりかゝれるをよめる
　　 　　　　　
素性法師
6　
春たては花とや見らん白雪のかゝれる枝に鶯のなく
　　　　
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
7　
心さしふかくそめてしおりけれは消あへぬ雪の花とみゆらん
【一三オ】　　　　　
ある人のいはくさきのおほきおほひ
　　
まうちきみ うたなり
　　
二絛の后の東宮のみやす所ときこえ
　　　　
　　
けるとき正月三日おまへにめして
　　
おほせこ あるあひたに日はてり
　　
なから雪のかしらにふりかゝりけるを
　　
よませたまひ
ふんやのやすひて
8　
春の日の光にあたる我なれとかしらの雪となるそわひしき
雪のふりけるをよめる
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【一三ウ】　　　　　　　　　　　　　　　
きのつらゆき
9　
霞たち木のめも春の雪ふれは花なき里も花そ散ける
　　　　
春のはしめによめる
　　
藤原ことなを
言直
10　
春やとき花やおそきときゝわかむ鶯たにもなかすもある哉
　　　　
春のはしめの哥
　
　　 　　　　　　　
みふのたゝみね
11　
春きぬと人はいへ も鶯のなかぬか りはあらしとそ思ふ
　　　　
寛平の御時后宮 哥合のうた
　　 　　　　　
源まさすみ
當純
近院右大臣男
【一四オ】
12　
谷風にとくる氷のひまことにうち出る浪 春のはつ花
　　　　　　 　　　　　
紀とものり
13　
花のかを風のたよりにたくへてそ鶯さそふし へにはやる
　　　　 　　
大江千里
14　
鶯の谷より出るこゑなくは春くることを誰かしらま
　　　　 　　　　　
在原棟梁
15　
春たてと花も匂はぬ山里はものうかるねに鶯そなく
　　　　
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
16　
野へちかく家ゐしせれは鶯のなくなるこゑは朝な〳〵きく
17　
春日 はけふはなやきそわか草 つまもこもれり我もこもれり
【一四ウ】
19　
かすかのゝとふひの野守出てみよ今いく ありてわかなつみてん
18　
み山には松の雪たにきえなくに都は野へのわかなつみけり
20　
あつさ弓をして春雨けふふりぬあすさへふらは てん
仁和のみかとみこにおまし〳〵ける時に人にたまひける御うた
21　
君かため春の野に出てわかなつむわか衣手に雪はふりつゝ
哥たてまつれとおほせられし時よみてたてまつれる
　　　　　　　　　　　　　　　
つらゆき
22　
春日野のわかなつみにや白妙の袖ふりはへ 人の行らん
題しらす
　　　　　　　
在原行平朝臣
【一五オ】
23　
春のきる霞の衣ぬきをうすみ山風 こそみたるへらなれ
寛平御時后の宮の哥合によめる
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源宗行朝臣
24　
ときはなる松のみとりも春くれは今一しほの色まさりけり
謌たてまつれとおほせられし時によみて る
　　　　　　　　　　　　　　　
貫之
25　
わかせこか衣春雨ふることに野へのみとりそ色まさりける
26　
あをやきのいとよりかく 春しもそみたれて花のほころひにける
西大寺のほとりの柳をよめる
【一五ウ】　　　　　　　　　　　　　　　
僧正遍昭
27　
浅みとり糸よりかけて白露を玉にもぬける春の柳か
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
28　
百千鳥さえつる春は物ことに らたまれと 我そふり行
29　
をちこちのたつきもしらぬ山中 おほつ なく ふことり哉
かりのこゑをきゝてこしへまかりける人をおもひてよめる　　　　　　　　　　　
凡河内躬恒
30　
春くれは鴈かへるなりしら雲の道行ふりに言やつてまし
帰鴈をよめる
　　　　　
伊勢
31　
春霞たつをみすてゝ行かりは花なき里にすみやならへる
【一六オ】
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
32　
おりつれは袖こそ匂へ梅の花ありとやこゝに鶯のなく
33　
色よりも香こそあはれとおもほゆれたか袖ふれし宿 梅そも
34　
宿ちかく梅の花うへしあちきなく待人のかにあやまたれけり
35　
梅花た よるはかりあり より人のとかむる そしみぬる
梅花をおりてよめる
　　　　　　　　　　　　　　　
源平
左大臣左大将嵯峨源氏斎衡元年薨
　
四十四
　　
東三條左のおほいまうちきみ
36　
鶯の笠にぬふてふ梅の花おりてかさゝむ老かくるやと
題しらす
　　　　　　　
素性法師
【一六ウ】
37　
よそにのみあはれとそ見し梅花あかぬ 香 お てなりけ
梅花をおりて人におくりける
　　　　　　　　　　　　　
とものり
38　
君ならて誰にか見せむ梅花色をも香をもしる人そしる
　　　　
くらふ山にてよめる
貫之
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39　
梅花匂ふ春へはくらふ山やみにこゆれとしるくそありける
月よに梅花をおりてと人のいひけれはよめる
みつね
40　
月夜にはそれともみえす梅花香をたつねてそしるへかりける
【一七オ】
春夜梅花をよめる
41　
春のよのやみはあやなし梅花色こそ見えね やはかくるゝ
はつせにまうつることにやとりける人の家にひさしくやとらて程へて後にいたれりけれはかの家のあるしかくさたかになんやとりはあるといひいた て侍りけれはそこにたてりけ 梅花をおりてよめる
つらゆき
　
42　
人はいさ心もしらす古郷は花そ昔の香に匂ひける
水のほとりに梅の花のさけりけるをよめる
【一七ウ】
伊勢
43　
春ことになかるゝ河を花とみておられぬ水に袖やぬれなん
44　
としをへて花の ゝみとなる水はちりかゝるをやくもるといふらん
家にありける梅の花のちりけるをよめる
つらゆき
45　
くるとあくとめかれぬ物を梅花いつの人まにうつろひぬらん
寛平の御時后のみやのうた合 哥
よみ人しらす
46　
梅か香を袖にうつしてとゝ ては春は過とも形見なら し
素性法師
　
【一八オ】
47　
ちるとみてあるへき物を梅花うた 匂の袖にとまれる
　
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
48　
散ぬとも香をたにのこせ梅花恋しき時の思ひてにせん
人の家にうへたりける桜花さき初めたりけるをみてよめる
貫之
49　
今年より春しりそむる桜花ちるといふ事はならはさらなむ
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
50　
山たかみ人もすさめぬ桜花いたくなわひそ我見はやさん
又はさと遠み人もすさめぬ山さくら
【一八ウ】
51　
山桜わか見にくれは春霞みねにもおにも立か しつゝ
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清和母后明子太皇太后宮昌泰三年正月一日薨
七十二才忠仁公女
そめとのゝ后のおまへに花かめに桜の花をさゝせ給へるをみてよめる
前のおほきおほいまうちきみ
52　
年ふれはよはひはおひぬしかはあれと花をしみれは物思ひもなし
なきさの院にて桜をみてよめる
在原業平朝臣
53　
世の中にたえて桜のなかりせは春の心はのとけからまし
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
【一九オ】
54　
石はしる瀧なくもかな桜花たをりてもこむみぬ人のため
山のさくらをみてよめる
素性法師
55　
見てのみや人にかたらん桜花手ことにおりて家つとにせん
花さかりに京をみやりてよめる
56　
見渡せは柳桜をこきませて都そ春のにしきなりける
桜の花のもとにて年の老のぬる事をなけきてよめる
　　　　　　
とものり
57　
色も香もおなし昔にさくらめと年ふる人そあらたまりける
おれる桜をよめる
　　　
つらゆき
【一九ウ】
58　
誰し
・か・
も・とめておりつる春霞立かくす
すめるイ
らん山の桜を
哥たてまつれとおほせられし時によみて奉れる
59　
さくら花さきにけらしも
なイ
あしひきの山のかひより見ゆるしら
雲
寛平御時后宮の哥合のうた
とものり
60　
みよしのゝ山へにさける桜花雪かとのみそあやまたれける
やよひにうるふ月ありける年よめる
伊勢
61　
桜花春くはゝれる年
こと
たしイ
にも人の心にあかれやはせぬ
さくらの花のさかり ひさしくとは
【二〇オ】
さりける人のきたりける時によみける
よみ人しらす
62　
あたなりと
・名にこそたてれ桜花年にまれなる人も待けり
返し
　　　　　　　　　
なりひらの朝臣
63　
けふこすはあすは雪とそふりなましきえすはありとも花と見ましや
−154−
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
64　
ちりぬれはこふれとしるしなき物を今日こそ桜おらはおりてめ
65　
おりとらはおしけにもあるか桜花いさや
○
○とか
りしてイ
りて散まてはみ
む
きのありとも
66　
桜色に衣はふかくそめてきん花の散なむ後のかたみに
【二〇ウ】
桜の花のさけりけるをみにまうてきたりける人によみてをくりける
みつね
67　
わかやとの花み
・か・てら
・にくる人は散なむ後そ恋しかるへき
亭子院哥合のときよめる
伊勢
68　
みる人もなき山里の桜花ほかの散なむ後そさかまし
【二一オ】
古今和哥集巻第二
春謌下
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
69　
春霞たなひく山の桜花うつろはむとや色かはり行
70　
まてといふにちらてしとまる物ならは何を桜に思ひまさまし
71　
のこりなくちるそめてたき桜花ありて世中はてのうけれは
72　
この里に旅ねしぬへし桜花ちりの かひに家路わすれて
73　
うつせみ 世にもにた か花桜さく 見しま かつ散にけり
僧正遍昭によみてをくりける
これたかのみこ
惟高
　　
文徳第一
【二一ウ】
74　
桜花ちらはちらなむちらすとて故郷人のきても見なくに
雲林院にて桜の花のちりけるを見てよめる
　　　　　　
そうく法師
承均
75　
桜ちる花の所は春なから雪そ降 ゝきえか にする
桜の花のちり侍りけるを見てよめる
素性法師
76　
花ちらす風のやとりは誰かしる我におしへよ行てうらみむ
雲林院にて桜の花をよめる
そうく法師
77　
いさ桜われも散なむ一さかりあ なは人にうきめみえ ん
【二二オ】
あひしれりける人のまうてきてかへりにける後によみて花にさしてつかはしける
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つらゆき
78　
一め見し君もやくると桜花けふはまちみてちらはちらなむ
山のさくらをみてよめる
79　
春かすみなにかくすらん桜花ちるまをたにもみるへきものを
心ちそこなひてわつらひける時に風にあたらしとておろしこめてのみ侍りける ひたにおれる桜のちりかたになれりけるをみてよめ
【二二ウ】
○○○○○○藤原よるかの朝臣
　
80　
たれこめて春の行ゑもしらぬまに待し桜もうつろひにけり
　　　　　　　　
待賢門北壬生東
東宮雅院にてさくらの花のみかは水にちりてなかれけるをみてよめる
すかのゝ髙世
81　
枝よりもあたに散にし花なれはおちても水のあはとこそなれ
桜の花のちりけるをよみける
貫之
82　
こ・
と・ならはさかすやはあらぬ桜花みるわれさへにしつ心 し
桜のことくちる物はなしと人のいひけれはよめる
【二三オ】
83　
桜花とく散ぬともおもほえす人の心そ風も吹あへぬ
桜の花の散をよめる
　　
紀友則
84　
ひさかたの光のとけき春の日にしつ心なく花のちるらん
東宮のたちはき ちんにて桜の花のちるをよめる
藤原よしかせ
良風
85　
春風は花のあたりをよきてふけ心つからやうつろふとみむ
さくら花のちるをよめる
凡河内躬恒
86　
雪とのみふるたにあるを桜花いかにちれとか風の吹 ん
【二三ウ】
ひえにのほりてかへりまうてきてよめる
つらゆき
87　
山たかみ見つゝわかこし桜花風は心にまかすへらなり
題しらす
　　　　　　　
大一本
伴くろぬし
88　
春雨のふるは涙か桜花散をおしまぬ人しなけれは
亭子院哥合の謌
つらゆき
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89　
桜花散ぬる風の名残には水なき空に浪そたちける
ならの御かとの御哥
平城天皇大同天子
90　
ふるさとゝなりにしならの都 も色はかはらす花はさきけり
【二四オ】
春のうたとてよめる
　　
良岑の宗見
91　
花の色は霞にこめて見せすとも香をたにぬすめ春の山かせ
寛平御時后宮の哥合の謌
そせい法師
92　
花の木も今はほりうへし春たてはうつろふ色に人ならひけり
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
93　
春の色のいたりいたらぬ里はあらしさけるさかさる花のみゆらん
春のうたとてよめる
つらゆき
94　
みは山をしかもかくすか春霞人にしられぬ花やさくらん
【二四ウ】
雲林院のみこのもとに花見に北山のほとりにまかれりける時 よめる
そせい
95　
いさけふは春の山へにましりなん暮なはな
・け・
の花のかけかは
春の哥とてよめる
96　
いつまてか野へに心のあくかれん花しちらすはちよもへぬへし
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
97　
春ことに花のさかりはありな
・
め・
とあひみむ事は命なりけり
98　
花のことよのつねならはすくしてし昔は又もかへりきなまし
99　
吹風にあつらへつくる物なら 此一もとはよきよといはまし
【二五オ】
100　
まつ人
・
もこぬ物
・
ゆ・
へに鴬のなきつる花をおりてける哉
寛平の御時后宮の哥合の歌
藤原おきかぜ
101　
さく花はちくさなからにあたなれ 誰かは春を恨わてたる
102　
春霞いろのちくさに見えつるは ひく山の花の けかも
在原元方
103　
霞たつ春の山へは遠けれと吹くる風は 香そする
うつろへる花をみてよめる
みつね
104　
花みれは心さへにそうつりける色には出し もこそしれ
【二五ウ】
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
−157−
105　
鶯のなく野へことにきて見れはうつろふ花に風そ吹ける
106　
吹風をなきてうらみよ鴬は我やは花に手たにふれたる
典侍給子朝臣
寛平延喜尚侍典侍糸所別當
107　
ちる花のなくにしとまる物ならは我鶯におとらましやは
仁和の中将のみやすん所家に歌合せんとてしける時によ ける
藤原のちかけ
後蔭蔵人右少将中納言有穂子
108　
花のちることやわひしき春霞たつたの山の鴬のこゑ
鶯のなくをよめる
　　　
そせい
【二六オ】
109　
木つたへはおのかは風にちる花をたれにおほせてこゝ くらん
うくひすの花の木にてなくをよめる
みつね
110　
しるしなきねをもなくかな鶯のことしのみちる花ならなくに
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
111　
こまな
・
め・ていさみにゆかむ古郷は雪とのみこそ花はちるらめ
112　
ちる花を にかうらみん世中に我身もともにあらん物かは
小野小町
113　
花のいろはうつりにけりないたつ にわか 世にふるなかめ
せしまに
仁和の中将のみやすん所の家に哥合
【二六ウ】
せむとしける時によめる
そせい
114　
おしと思ふ心はいとによられなむちる花ことにぬきてとゝめん
志賀の山こえにて女のおほくあへりけるによみてつかはしける
つらゆき
115　
あつさ弓春の山へをこえくれは道もさりあへす花そちりける
寛平御時きさいの宮の哥合のうた
116　
春の野にわかなつまむとこし物を散か 花に道はまとひぬ
山寺にまうてたりけるによめる
【二七オ】
117　
やとりして春の山へ ねたる夜は夢のうちにも花そちりける
寛平御時后宮の哥合の た
118　
吹風と谷の水と なかりせは深山かくれ 花を見ましや
志賀よりかへりける女なとも 花山にいりて藤の花のもとにたちよりて
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かへりけるによみてをくりける
僧正遍昭
119　
よそにみてかへらん人に藤の花はひまつはれよ枝はおるとも
家に藤の花のさけ を人のたちとまりて見けるをよめる
【二七ウ】
みつね
120　
我やとにさけるふちなみ立かへりすきかてにのみ人のみるらん
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
121　
いいろもイ
まもかもさき匂ふらん橘のこしまのさきの山吹の花
122　
春雨に匂へる色もあかなくに香さへなつかし山ふきのはな
123　
山ふきはあやなく
な
さきそ花みむとうへけむ君かこよひこなく
に
よし野河のほとりに山吹のさけりけるをよめる
　　　　　　　
つらゆき
　
124　
吉野河岸の山ふき吹風に底のかけさへうつろひに り
題しらす
　　　　
よみ人しらす
【二八オ】
125　
かはつなくゐての山吹ちりにけり花のさかりにあはまし物を
　
此哥はある人のいはく橘のきよもりか哥なり
　　　　　　　　　　　　　　　
清友贈太政大臣嵯峨后父
春のうたとてよめる
そせい
126　
おもふとち春の山へにうちむれてそこともいはぬ旅ねしてしか
春のとくすくるをよめる
みつね
127　
あつさ弓春たちしより年月のいるかことくもおもほゆる哉
やよひに鶯のこゑのひさしうきこえさりけるを める
　　　　　
貫之
【二八ウ】
128　
なきとむる花しなけれは鶯もはては物うく成ぬへらなり
やよひのつこもりかたに山をこえけるに山川より花 なかれけるをよめる
ふかやふ
129　
花ちれる水のまに〳〵とめくれは山には春もなくなりにけり
春をおしみてよめる
　　
元方
130　
おしめともとゝまらなく 春霞かへる道にしたちぬとおもへは
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寛平御時后宮の哥合の謌
おきかせ
131　
聲たえすなけや鶯ひとゝせにふたゝひとたにくへき春かは
【二九オ】
やよひのつこもりの日花つみよりかへりける女ともをみて める
　　　　　
みつね
132　
とゝむへき物とはなしにはかなくもちる花ことにたくふこゝろか
やよひのつこもりの日雨のふりけるに藤のはなをおりて人につかはしける
業平朝臣
133　
ぬれつゝそしゐておりつる年のうちに春はいくかもあらしおもへは
亭子院哥合の春のはての謌
みつね
134　
けふのみと春をおも ぬ時たにもたつことやす 花のかけかは
【三〇オ】
古今和哥集巻第三
夏謌
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
135　
我やとの池のふちなみさきにけり山郭公いつかきなかん
　
この哥ある人のいはく柿本人まろかなり
卯月にさける桜をよめる
紀のとしさた
136　
あはれてふ事をあまたにやらしとや春におくれて独さくら○
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
137　
五月まつ山ほとゝきすうちはふきいまもなかなんこそのふるこゑ
【三〇ウ】
伊勢
138　
さ月こはなきもふりなむ郭公またしき程のこゑをき○は○
よみ人しらす
139　
五月まつ花たち の香をかけは昔の人の袖の香そする
140　
いつの間にさ月きぬらんあしひきの山 今そなくなる
141　
今朝きなきい た旅なる郭公はな橘にやとはからなん
をとは山をこえける時に郭公のなくをきゝてよめる
　　　　　
紀友則
142　
音羽山けさこえくれは時鳥こすゑは かに今そ鳴 る
郭公のはしめ なきけるをきゝてよめる
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【三一オ】
そせい
143　
郭公初こゑきけはあちきなくぬしさたまらぬ恋せらるはた
ならのいそのかみ寺にて郭公のなくをよめる
144　
いそのかみふるき都の郭公こゑはかりこそ昔なりけれ
題しらす
　　　　　　　
よみ人しらす
145　
夏山になく時鳥心あらは物思ふ我に なきかせ
146　
郭・
公・
な・
く・こゑきけはわかれにし古里さへそ恋しかりける
147　
時鳥な
・
か・なく里のあまたあれは猶うとまれぬおもふ物から
148　
思ひ出るときはの山の郭公からくれなゐの りいてゝそなく
149　
声はして涙はみえぬ時鳥わか衣手のひつをからなむ
【三一ウ】
150　
あしひきの山ほとゝきす折 へてたれかまさるとねを みそなく
151　
今更に山へかへるな時鳥こゑのかきりはわか宿になけ
みくにのまち
152　
や・
よ・やま
・て・
山時鳥ことつてん我世中にすみわひぬとよ
寛平御時后宮の謌合のうた
紀とものり
153　
五月雨に物思ひをれは時鳥よふかくなきていつち行らん
154　
夜やくらき道やまとへる郭公我やとをしも過かてになく
大江千里
155　
やとりせし花橘もかれなくになと こゑたえぬらん
【三二オ】
つらゆき
156　
夏の夜のふすか すれは時鳥なく一こゑ あくるしのゝめ
みふのたゝみね
157　
くるゝかとみれはあけぬる夏のよをあかすとやなく山
紀秋岑
158　
夏山に恋しき人やいりにけむこゑふりたてゝなく時鳥
よみ人しらす
159　
こその夏なきふる てし時鳥それかあらぬか声のかは ぬ
郭公のなくをきゝてよめる
つらゆき
【三二ウ】
160　
さみたれの空もとゝろに郭公何をうしと よたゝなくらん
さふらひにておのこともさけたうへけるにめして郭公まつ哥よめとありけれはよめる
161　
時鳥こゑもきこえす山ひこはほかになくねをこたへやはせぬ
山に郭公のなきけるをきゝてよめる
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つらゆき
162　
郭公人まつ山になくなれは我うちつけに恋まさりけり
はやくすみける所にて時鳥のなきけるをきゝてよめる
　　　　　
たゝみね
163　
むかしへやいまも恋しき時鳥ふるさとにしもなきてきつらん
【三三オ】
郭公のなきけるをきゝてよめる
みつね
164　
郭公我とはなしに卯花のうき世中に鳴わたるらん
蓮の露をみてよめる
　　
僧正遍昭
165　
はちす葉のにこりにしまぬ心もてなにかは露を玉とあさむく
月のおもしろかりける夜暁かたによめる
ふかやふ
166　
夏の夜はまたよひなから明ぬるを雲のいつく
こ
に月やとるらん
となりよりとこなつの花をこひにおこせたり ○はおしみてこの哥をよみてつかはしける
【三三ウ】
みつね
167　
ちりをたにすゑしとそおもふさきしよりいもと ぬると○夏のはな
みな月のつこもりの日よめる
168　
夏と秋と行かふそらのかよひちはかたへすゝしき風やふくらん
六、異同一覧
◇独自本文【三オ】
	
⑤「哥は」他本「ことはゝ」
【四オ】
	
⑩「此哥」他本「此哥は」
	
⑭「いつゝに いつゝに 」
【四ウ】
	
④「この哥の心」他本「この哥の心さらにかなはすとめ
うたとやいふへからむ」
	
⑩「みえすなむ」他本「みえすなむある」
【五オ】
	
⑥「世々の」他本「いにしへの世々の」
【六ウ】
	
⑤「君も臣も」他本「君も人も」
【七ウ】
	
⑨「はつかに」他本「わつかに」
【八オ】
	
⑤「そのほかに」他本「そのほ ちかき世に
【八ウ】
	
①「馬よりおちて」他本「馬よりおちてよめる
	
③「ことははたらす」他本「ことはたらす」等。
【一〇オ】
	 ③「おほむめくみ」他本「おほむめくみ かけ
【一〇ウ】
	 ③「ふるき哥をも」他本「ふるき哥」
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【一一オ】
	 ⑤「せとなるうらみ」他本「せになるうらみ」
【一二オ】
	 ①「かことく」他本「かことくに」
【一四ウ】
	 ⑤「人にたまひける」他本「人にわかなたまひける」
等。
【一六オ】
	 ⑦「源平」他本 源常」
【一六ウ】
	 ⑧「人のいひけれはよめる 他本「人のいひけれはお
るとてよめる」等。
【一八ウ】
	 ②「七十二才」他本「七十二」
【一九オ】
	 ⑦「老のぬる」他本「おいぬる」
【二四オ】
	 ①「良岑の宗見」他本「良岑の宗貞
【二五ウ】
	 ④「典侍給子朝臣」他本「典侍洽子朝臣
	
④「寛平延喜尚侍」他本「寛平延喜掌侍」
【二七オ】
	 ④「女なとも」他本「をうなとも」
【二八オ】
	 ②「橘のきよもり 橘のきよとも」
◇嘉禄本との異同【七ウ】
	
⑨「ひとりふたりなり」
嘉「ひとりふたりなりきしか
あれと」筋・
元・
唐・
俗・
静・
黒・
六・
永・
前・
天・
衛・
経・伏と同。
【九ウ】
	
⑩「しらぬなるへし」嘉「しらぬなるへしかゝるに」
　　　　　　
基と同。
【一〇オ】
	 ⑨「十八日」嘉「十八日に」
私・元・六・暦と同。
【一一オ】
	 ⑦「まくらことはに まくらことは」
私・
俗・
静・
六・
前・
天・
衛・
経・
暦・
昭・
建・
黒
と同。
【一七オ】
	 ⑩「梅の花の」嘉「梅の花」
基・
筋・
元・
関・
静・
六・
永・
前・
天・
寂・
経・
暦・昭 建・高・公・伏と同。
【一九ウ】
	 ③「さきにけらしも」嘉「さきにけらしな」
御・
基・
関・
永・
前・
経・
今・
了・
暦・
昭・
恵
と
同。
	
⑦「よめる」嘉 よみける」
私・筋・元・公と同。
【二一ウ】
	 ⑤「見てよめる」嘉「見て
私・亀・六 永 経
【二三オ】
	 ⑧「さくら花の」嘉「さくらの」
基・筋・元 寂と同。
【二三ウ】
	 ⑨「平城天皇大同天子」嘉「平城天皇也大同天皇」
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亀・恵と同。
【二六ウ】
	 ④「山こえにて」嘉「山こえに」
高と同。
【二八オ】
	 ⑨「きこえさりけるを」嘉「きこひさりけるを」
嘉以外と同。
【三〇オ】
	 ⑥「桜を」嘉「さくらを見て」
私・
基・
筋・
元・
俗・
静・
六・
永・
前・
天・
寂・
衛・公と同。
【三二ウ】
	 ②「おのことも」嘉「をのこともの」
関・俗・静 衛
参考文献『漢字くずし方辞典』児玉幸多編（東京堂出版） 、二〇〇五年新装十版『古今和歌集』佐伯梅友校注（岩波書店） 、二 〇六年第四十四刷『古今和歌集成立論
　
資料編上・中・下』 久曽神昇著 （風間書房） 、一九六〇年
『古今和歌集全評釈（上）─全三巻─』片桐洋一著（講談社） 、一九九八年『冷泉家時雨亭叢書
　
第二巻』 冷泉家時雨亭文庫編 （朝日新聞社） 、一九九四年
『伝藤原公任筆
　
古今和歌集
　
図版編・解説編』 小松茂美編 （旺文社） 、 一九九五年
東京文化財研究所アーカイブデータベース奈良文化財研究所
　
木簡データベース
附記　
本学本の調査にあたり、本学日本文学専攻の今井久代先生、
金子彰先生、光延真哉先生、鵜飼祐江先生にご指導いただいた。　
なお本研究会の活動は東京女子大学 会より「学生研究奨励
費」の交付を受けて行っているものである。以下の会員が本稿の翻刻・調査・製作に関わった。
阿南香菜子
･阿部慧子
･猪鹿野巴
･大橋瑠璃子
･金子紀子
･
工藤京子
･桒原志帆
･篠崎幸子
･竹松亜香里
･田中彩乃
･
田中蘭月
･寺田響香
･中田紗良
･野崎千尋
･林田千花
･
針谷美里
･播磨夏希
･深沢愛
･古屋梨佳
